
令和 4 年度 入学式 式辞 

春の温かさが心地よく感じられ、校庭の桜も見所を迎えている今日の佳き日に 198 名の希望に満ちた新

入生を迎えられ、私たち教職員一同、新たな出会いを本当に嬉しく思います。新型コロナウイルスやロシ

アのウクライナ侵攻というような心配事はまだまだ続きそうですが、それは置いといて、今は皆さんの入

学を心からお祝いします。本当に入学おめでとう。 

保護者の皆様におかれましても、お子様のご入学おめでとうございます。 

本日より、大切なお子様をお預かりし、学校として出来る限りの教育を行い、お子様の成長を支援してい

くことを心よりお約束致します。子どもの成長には私たち教職員と保護者の皆様との関わりがとても大切

になります。信頼して何でもご相談いただきいと思います。 

本校の使命は、お預かりした子供たちを社会で生き抜いていける立派な大人にすることであります。創

立以来、その信念を持って 123 年目を迎えました。若い教員も増えており、伝統を引き継いでいくことに

心配もありますが、経験豊富な先生方との連携により、良いバランスをとって生徒に接していく予定です。

本校の教員として根底にある思いは経験に関わり無く同じですので、安心してお任せください。 

  

さて、新入生の皆さん、ここで質問です。今伝えた、大人になるとは？と聞かれたらどう答えますか？ 

法律的には今年から 18 歳で成人になります。146 年振りの改正です。明治以来続いた成人の定義を変え

ることで、若者の自立を促し、社会の活性化を図る狙いがあります。親の承諾なしに携帯電話やクレジッ

トカードの契約が可能になりますが、喫煙・飲酒・公営ギャンブルは引き続き禁止です。要するに、早い

生徒で、選挙権の獲得と共に高校 3 年生の４月には大人にならなくてはならない、と法律で決められまし

た。 

 大人になるとは？と、一人一人聞いてみたいところですが、後は担任の先生にお任せして、私の考えを

述べます。 

一言で伝えるのは難しいですが、 

 大人とは、 

『何があっても一人で生活できる人』、金銭的にも精神的にも自立している人ということだと考えます。 

子どもは、常に自分を中心に考え、自分と異なる考えや価値観を受け入れるのが難しいものです。 

しかし、大人になると自分とは異なる考えや価値観の違う人を受け入れ、上手に付き合っていくことが

必要になります。学校生活を通じて、そのトレーニングをしています。階段を一歩一歩登るように成長し

てきた皆さんは、自然とそういう能力を身に付けています。 

 「違う価値観を受け入れる」というのは、まさに「言うは易く行うは難し」で何歳になろうが、この域

に達するには相当の鍛錬が必要に思えます。 

年齢を重ねても大人に見えない人、大人に思えない人もいるのはそのせいなのでしょう。逆に若くても、

大人の振る舞いをする子ども達を大勢見てきました。 

では、どうしたらそうなるのか？教師になってから２２年間の高校生を見ていて考えました。 

目標を持ち、一生懸命努力している人は周りの目・評価をあまり気にしない傾向があります。常に自分

の課題に取り組んでいます。周りを気にしている余裕など無いのかもしれません。ただ、本当に良い表情

をしています。一生懸命運動している人、一生懸命勉強している人、真剣に仲間と議論している人など、

授業中・放課後を問わず至る所で行われています。真剣な横顔を見るとゾクっとします。そういう経験が、

高校生の内はとても大切なことだと思います。 

ですから、「違う価値観を受け入れる」準備として、自分のことに一生懸命向き合う必要があると思えま

す。それが、学校では勉強であり、学校行事であり、部活・サークル活動になります。高校時代はあっと

いう間に過ぎてしまいますが、自分に向き合う時間はたくさんありますので、学校以外でも本を読んだり、



旅行にいったり、自分探しの有意義な時間過ごして、異なる価値観をたくさん体験して下さい。感じて下

さい。 

続いて、立派な大人とは？と考えてみました。 

どう思いますか？ 

同じく私の考えですが、『責任を持って他人の面倒を見られる人』になりました。 

自分のことは自分で出来るようになり、余裕があって初めて他人に目が向きます。 

面倒見が良い人とは、こういう人を指すのでしょうね。本校の先輩方にもたくさんいますが、見ていても

余裕があってカッコいいですよね。 

是非、そういう人を目指してください。 

そして、困っている人がいたら助けて上げられる人になって下さい。 

コロナの出現により、大切な時期に自粛を強いられている皆さんですが、北陵高校では、乗り越えられ

る、乗り越えてほしい小さな壁をたくさん用意してあります。立派な大人になるためのトレーニングが盛

りだくさんです。時には厳しく苦しい課題もありますが、へこたれずに頑張ってください。私たちは君た

ちの応援団です。歯をくいしばり、課題に取り組む姿を楽しみにしています。 

もう一つ大切なことを頭に入れておいてください。高校は義務教育では無いので、今までと違い留年と

いうものがあります。成長していなければ、もう一度、同じ学年を行います。そこのところを肝に銘じて

行動して下さい。ただし、挫けそうになったら、私たち大人がいます。たくさんの壁を乗り越えてきた人

生の先輩として最適なアドバイスを送りたいと思います。 

 最後に本校の歴史と校歌について触れ、お祝いの言葉とします。 

本校は１８９９年、明治三十二年、長南町で産声を上げました。この茂原本納の地に学校を構えたのは１

９８７年、昭和六十二年になります。家政科を含め全生徒の移動完了したのが１９９４年、平成六年のこ

とです。その時、校名を現在の茂原北陵高等学校と命名しました。今から、28 年前のことです。北は茂原

市の「北」を意味し、「陵」は大きな丘、よじのぼる、越えるなどの意味があり、陵に雲をつけた「陵雲」

は雲をしのぐ、勇気盛んなことを言います。よく知られる「青雲の志」とほぼ同じで、若い時代に大きな

志をもって互いに切磋琢磨する、という意味に使われます。これからの時代を、たくましく生き抜いてい

く人生の基礎作りをするという願いが込められています。 
次に校歌ですが、コロナ禍で残念なこととして、この 2 年間、校歌を全校生徒で 1 回も歌えなかったこ

とが挙げられます。新入生にも、この後、校歌披露でテープを流しますが、早く大声で歌える日がくるの

を楽しみにしておきましょう。 
 本校の校歌はリズムとテンポの良い音楽と内容に味のある歌詞から出来ています。私も大好きな校歌で

す。 
その中でも、歌詞にある【希望みなぎる若人の 抱きし大志を 君知るや】【未来を築く若人の 熱き血

潮は たぎりたつ】【夢は煌めく若人の 瞳に宿る 理智と正義】と各真ん中のフレーズが頭から離れませ

ん。皆さんも北陵高校が百周年を迎えた２２年前に作られた歌詞の意味を感じながら、過ごしてもらいた

いものです。ちなみに歌詞を考えた先生は今も在職しております。それも本校の良いところだと思います。 

それでは、北陵高校での３年間がスタートします。今日の出会いを大切にして、 

皆さんのこれからの高校生活が素晴らしいものとなり、大きな成長に繋がることを期待し、保護者の皆様

にもお祝い申し上げ、私の式辞といたします。 
 
令和四年四月八日 
茂原北陵高等学校 
校長 永野 卓 



本日は本当におめでとうございます。 
お互いに頑張りましょう。 


